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1. はじめに  

 文科省｢都市エリア(埼玉圏央)｣事業において

実施中の研究テーマ「医薬シーズとしての特異

的結合性ペプチド（アプタマー）の開発」の中

の 1つのサブテーマとして、標記タイトルの研

究が進められている。本研究では最終的に取得

したペプチドアプタマーの生理活性（神経細胞

に対するＡβ４２の毒性の消去）を調べる必要

がある。この際に、複数の候補分子を迅速にア

ッセイする段階がある。この中で必要となった

新型マイクロアレイMMVの共同開発部分が本

プロジェクトである。従来の共同研究パートナ

ーであるライフテック社の他に、新たにプラス

チックの精密成型を得意とするエンプラス社

の参加を仰ぎ進めている。 
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2. 進行と結果 

これまで埼玉大学で独自に開発してきた新型

マイクロアレイMMVは基本的に材質としてア

クリルアミドゲル（一部、アクリル樹脂も）を

用いたものであった。契約以前はこのアクリル

アミドゲルにより新型マイクロアレイとして

の機能の実現性が原理的に確かめられた段階

であった。今回のエンプラス社の参加により、

ライフテック社のMMV操作用のロボット製作

と整合する材質･形状・特質のマイクロアレイ

チップやカセットを作成することが可能とな

り、現在進行中である。これまでに、PDMS（ポ

リジメチルシラン）や PC(ポリカーボネート)

などの材質の検討に進み、基本的にMMVとし

て用いる上で良好な結果を得ている。光学的・

電気化学的検出系の開発とマッチングをとり

ながら進めつつある。また本事業は、そのまま、

平成 21年度 10月から開始した JST先端計測分

析･機器開発事業へと発展している。 
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Abstract 

As a part of the titled research, we have advanced the development of novel-concept microarray, MMV 

with the help of newly jointed company, which has an expertise in fabricating fine architectures using plastics. 
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